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見島ウシの体内受精卵採取に関する研究  

 

家畜改良研究室 上野 優太 

 

背  景  

山口県萩市見島で飼養されている在来和牛の一つである見島ウシは、繁殖雌

牛飼養頭数が 100 頭未満であることから、近交係数※の上昇という課題を抱え

ており、これまで当部では近交係数の急激な上昇を抑制する交配方法について

明らかにしてきた。しかし、個体数に限りのある集団では、世代の経過ととも

に近交係数が徐々に上昇することは避けられず、更なる対応が求められてい

る。 

※近交係数とは、近親交配の度合いを表す数値。遺伝子の「同型接合体 (ホモ )」の発生

率。  

 

目  的  

見島ウシにおいて過剰排卵処理※による体内受精卵の採取及び凍結保存を試

み、今後、近交係数の上昇に伴う繁殖能力の低下や遺伝的不良形質の出現によ

り見島ウシの生産が困難となった場合に備え、受精卵を活用した見島ウシの生

産について検討する。 

※過剰排卵処理とは、牛では通常 1 回に 1 個しか排卵しない卵子を、性腺刺激ホルモン製

 剤（ FSH）を事前投与することで、複数排卵させる処理方法。  

 

成  果  

１ 過剰排卵処理（漸減法※）（表１） 

FSH投与量を黒毛和種と同量（ 20AU）または低量（ 15AU、 10AU）に変えて、

実施したところ、正常胚を採取することができたが、移植可能なＢランク以上

の正常胚は得られなかった。 

※３日間計６回の FSH 投与を行う処理方法。  

 

２ 過剰排卵処理（単回投与法※）（表２） 

H29年度は、卵巣の反応は良好であるが大型の遺残卵胞が多く、胚は回収で

きなかった。 

H30年度は、人工授精時の排卵促進を目的として人工授精前の性腺刺激ホル

モン放出ホルモン（ GnRH）投与をより効果の高い胎盤性性腺刺激ホルモン（ hC

G）に変更して実施したところ、「見島６」で移植可能な胚を初めて採取する
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ことができた。 

しかし、R1～2年度は、 H30年度と同じ条件で再試験を実施したが、移植可能

な胚は回収できず、年度を超えた再現性は認められなかった。 

R3年度は、過去、正常胚が採取できている試験牛「見島６」を用いて、３回

採取試験を実施した。特に３回目において、 FSH投与方法を皮下注射から筋肉

注射に変更して実施したところ、移植可能な正常胚を２つ回収することができ

た（回収した正常胚は A’ランクとBランク）。 

※１回の FSH 投与を行う処理方法。  

 

 

 

推定 遺残 回収 変性 未受精 実施

黄体数 卵胞数 胚数 Ａ Ａ’ Ｂ Ｃ 胚数 卵数 年度

見島１ 20AU 7 7 12 3 8 1 H26

見島３ 20AU 5 8 0 H26

見島３ 20AU 6 10 0 H26

見島２ 20AU 9 15 13 2 1 10 H26

見島４ 15AU 10 6 0 H27

見島４ 10AU 2 11 0 H27

見島４ 10AU 1 6 0 H27

見島１ 15AU 5 14 0 H27

見島１ 15AU 7 12 1 1 H27

見島５ 20AU 6 2 4 3 1 H28

見島２ 15AU 6 12 6 5 1 H28

見島５ 10AU 5 6 3 1 2 H28

表１　過剰排卵処理（漸減法）による見島ウシの採胚成績（H26～28年度）

名号
正常胚数FSH

投与量

FSH 推定 遺残 回収 変性 遅延 未受精

投与量 黄体数 卵胞数 胚数 Ａ Ａ’ Ｂ Ｃ 胚数 胚数 卵数

見島７ 10AU 1 8 0 H29

見島６ 10AU 14 1 12 2 2 1 3 1 3 H30

見島７ 10AU 4 4 1 1 H30

見島６ 10AU 7 2 5 1 3 1 H30

見島６ 10AU 12 3 12 2 9 1 R1

見島６ 10AU 4 0 0 R1

見島８ 10AU 4 8 0 R2

見島８ 10AU 10 3 2 2 R2

見島６ 10AU 1 0 1 1 R3

見島６ 20AU 9 6 2 1 1 R3

見島６ 10AU 4 7 3 1 1 1 R3

名号
正常胚数

表２　過剰排卵処理（単回投与法）による見島ウシの採胚成績（H29～R3年度）

実施
年度
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山 口 型 放 牧 に お け る 放 牧 牛 の 省 力 的 監 視 技 術 の 開 発  

 

放 牧 環 境 研 究 室  藤 田  航 平  

 

背  景  

 県 で は 、 山 口 型 放 牧 を 進 め て い る が 、 平 成 30 年 度 に 肉 用 牛 飼 養 者

と 集 落 営 農 法 人 を 対 象 に 実 施 し た 「 山 口 型 放 牧 に 関 す る ア ン ケ ー ト 調

査 」 で は 、 潜 在 的 な 取 り 組 み 意 向 は あ る も の の 、 「 時 間 ・ 人 手 の 不

足 」 、 「 放 牧 牛 ・ 放 牧 地 管 理 の 不 安 」 等 の 取 組 阻 害 要 因 が 存 在 す る こ

と が 明 ら か と な っ て お り 、 取 り 組 み 拡 大 に は 、 飼 養 者 の 負 担 を 軽 減 す

る 新 た な 放 牧 飼 養 管 理 技 術 の 開 発 が 必 要 と な っ て い る 。  

 

目  的  

 省 力 的 な 放 牧 牛 管 理 に よ り 山 口 型 放 牧 の 取 り 組 み を 拡 大 す る た め 、

ICT 技 術 等 を 活 用 し て 、 遠 隔 地 か ら 放 牧 牛 の 行 動 把 握 及 び 脱 柵 防 止 に

資 す る た め の 監 視 シ ス テ ム を 構 築 す る 。  

 

成  果  

１  放 牧 牛 の 位 置 情 報 の 把 握  

   周 囲 に 樹 木 や 建 物 な ど の 障 害 物 が 多 い 地 点 で は 障 害 物 が 少 な い 地

点 よ り も 位 置 情 報 の 誤 差 が 大 き い 。 (図 １ ,２ )  

 

２  電 気 牧 柵 の 不 具 合 等 の 早 期 発 見  

  電 圧 の 低 下 幅 は そ の 発 生 条 件 毎 に 違 い が み ら れ た た め 、 断 線 ・ 漏

電 等 の 不 具 合 を 把 握 す る こ と が 可 能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ た 。  

(表 1)   

 

３  今 後 の 課 題 と 対 応  

 (1)障 害 物 に よ る 位 置 情 報 の 誤 差 を 小 さ く す る た め 、 山 口 県 産 業 技

術 セ ン タ ー と 共 同 し て 新 た な 測 定 機 器 の 開 発 を 進 め る 。  

 

 (2)不 具 合 の 早 期 発 見 に つ な げ る た め 、 電 圧 低 下 通 知 機 能 を 備 え た

機 種 と の 比 較 を 行 う 。  
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図 １  障 害 物 の 多 い 地 点 に お け る 位 置 情 報 誤 差 の 発 生 状 況  

 

 

 

図 ２  障 害 物 の 少 な い 地 点 に お け る 誤 差 の 発 生 状 況  

 

 

 

 

 

 

 

表１　電気牧柵の不具合と電圧の関係 (単位；kV) 

なし 接触(有刺鉄線) 接触(野草) 接触(葛) 切断

ｘ 7 2.12 7 4.02 7.1

ｙ 6.96 1.94 7.14 4.04 0

ｚ 6.98 1.94 6.98 4.12 0

ｘ 7 2 7.06 4.22 7.14

ｙ 6.96 1.92 7 4.18 7

ｚ 6.98 1.8 7.04 4.16 0

a

b

電圧低下条件
不具合箇所 測定箇所
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